
令和６年度「６０（ロクマル）プラス」優良実践校 実践報告書 

１ 実践校名 大船渡市立越喜来小学校 

２ 実 践 名 
自分の健康に関心を持つために 

～ＩＣＴ・保健ファイル・げんきアップカードを使った取組～ 

３ 実施対象者 児童及び保護者 

４ 目 標  健康意識を高め、生活リズムの確立とう歯予防のための生活実践を促す 

５ 

実
践
内
容 

 

ア 
（①・②） 

① 学校目標「かしこく やさしく たくましく」 
 健やかな体 健康な身体への意識を高め、自己管理能力の向上 資料① 
②推進体制について 
 教務（中学校区での取組、連携）生徒指導（児童会）体育指導（業間体育）保健（げんきア 
ップの取組・栄養教諭との連携）各分掌と連携をとりながら計画作成、実施。 

 家庭の協力が得られて、よりよい生活が送られるように項目を設定する。 
 児童自身や保護者が前回の取組と比べて改善した点は何かが分かるようポイント制で点数 
で表すようにしている。また、保護者が係わる項目、自分で努力する項目はボーナスポ 
イントがつく。家族の協力を得て取り組むようにした。資料② 

イ 
（③・④） 

③ＩＣＴを活用した養護教諭による健康観察 資料③ 
 児童の健康、生活状況の実態把握及び養護教諭とのつながりを重視した内容としている。 
 （就寝起床時刻・朝食の摂取・排便の有無・保健室からの情報提供や休日の過ごし方、相談・
質問など、自由記述欄を設定した） 

③保健ファイルの活用（健康についてのファイルを１人１冊活用） 
 取組について前回と比較し、生活習慣の改善点が分かるようにファイル保管している。 
③児童会の取組として 
 ２学期の取組には「本に親しませ生活リズムを考えさせる」が指導目標となっており児童会
も目標に併せて学年ごとに取り組み、結果を掲示している。 

③個別面談と栄養指導 
できるだけ歩いて登下校するだけで運動量が変わること、そのためにも生活リズムが大切で
あることを個別に指導した。また、献立の工夫に悩んでいる家庭も多かったので、給食セン
ターの栄養教諭を招聘し、栄養指導を実施した。 

④６０（ロクマル）プラスプロジェクトについて学校経営計画に明記 
 年間指導計画に実施内容を標記している。 
 児童や家庭の状況、問題点を常に職員間で情報共有し、言葉かけ、取り組みしている。 
 地区懇談会や参観日を利用し、取組についての理解を求めた。 
 家庭で話し合い、改善点が見られるよう、自分の生活が振り返られるような取組を目指す。 
 時間を意識し、自律した生活を送ることができる児童の育成を目指す 

ウ 
（⑤） 

⑤児童が健康についての関心を持つことで、意識化を図る 
 児童の実態把握を行ったうえで、改善を図りながら取組を推進する。 
 ファイルを作成することで前回と比べてどうだったか、次は何を頑張るかなど児童自身が 
が考えられるようにする。生活習慣の定着については、ロイロノートでの健康観察によりチ
ェックをし、生活の乱れが見られるときは、担任に情報を提供し、児童の様子を観察しても
らう。必要に応じて個別に面談をするなど細かい配慮をする。（生活について児童を責めな
い。何があったのか、健康状態は良いのかなどを確認する） 

６ 成  果 

地区懇談会や特に11月の取組では、学校保健委員会の講演会で学校歯科医師より「むし
歯予防は生活習慣の確立から」というテーマの講演があり、学級懇談会で各担任が取組につ
いて説明したことにより、少しずつ変化が見られてきた。また、自分で起きる・仕上げ磨き
をしてもらう・早く寝るようにする・時間を意識して動くなどの改善点が見られた。 
肥満指導では、栄養教諭による指導は好評だった。特に、休業中の昼食やおやつの内容な 

ど悩んでいる家庭が多く、具体的に指導を受けることでやってみようと取り組む家庭が出て 
きた。歩いての登下校やおやつの量、運動について見直した家庭もあり、肥満度が改善した
児童もいる。 

７ 課 題 

取組が少しずつ浸透してきているが、負担に感じないように継続する。また、児童、保護
者、地域の実態を把握し、問題点や改善点を探る。 
これまで同様に学校医、学校歯科医、栄養教諭など専門家の助言や講演の機会を設定し、

保護者にも生活習慣の確立の必要性をアピールし、よりよい健康生活の確立のために共に力
を合わせるという意識を育てていく。 

８ 今後の予定 職員間で情報共有し、問題点や改善点などを検討する。 
保護者の協力を得るためにどうしていくかを検討する。 
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２1日 ２２日 ２３日 ２４日 ２５日

金
キン

土
　ド

日
ニチ

月
ゲツ

火
カ

ルールを守れた ３点
てん

点 点 点 点 点

ルールを話し合った ２点
てん

5点
てん

点 点 点 点 点

 早
はや

起
お

き 6時30分までに起きた ３点
てん

　6時
じ

30分
ふん

までに起
お

きる ７時までには起きた 2点
てん

点 点 点 点 点

たべた ５点
てん

たべなかった ０点
てん

した ２点
てん

しなかった ０点
てん

した 1

しなかった ０点
てん

した ３点
てん

しなかった ０点
てん

５点
てん

点 点 点 点 点

 早
はや

ね できた ３点
てん

　１～３年：　９じまで
　４～６年：１０時まで 点 点 点 点 点

20点
てん

20点
てん

20点
てん

20点
てん

20点
てん

*がんばったことやこれからがんばりたいことをかきましょう。

75点以上 74～60点 59点以下

点

／100点
てん

☆いろをぬりましょう！

＜おうちの方から＞＊取り組み期間中の様子やはげましの言葉等をお願いします。

★　仕上げみがきをしてもらった
みがいた後、チェックしてもらった

できなかった ０点
てん

１日
にち

の合計
ごうけい

５日間の合計
いつかかんのごうけい

★の項目
こうもく

に取り組
と　　く　

むとボーナスポイントがついて１００点以上
てん　いじょう

になります！！

夜
よる

の歯
は

みがき
点 点 点 点

点

点 点 点 点 点

点 点 点 点

点 点 点 点 点

昼
ひる

の歯
は

みがき

メディアコントロールに
チャレンジ！！

★　ノーメディアに取
と

り組
く

んだ！

★　自分
じぶん

で起
お

きた

＊めざましどけいもいいよ。

できた!

朝
あさ

の歯
は

みがき

朝
あさ

ごはん

５点
てん

日（にち）

曜日（ようび）

げんきアップカード（記入例）
　　年

ねん

　名前
なまえ

：

配布：◎月×日（金）めあてをきめ、◎月△日（土）～◎月□日（火）まで取り組み　提出：◎月○日（水）

☆めあては、家族
かぞく

で話
はな

し合
あ

って決
き

め、取
と

り組
く

みましょう。おうちの人
ひと

にも協力
きょうりょく

してもらって取
と

り組
く

んでみましょう.

点（話し合ったら　合計に　2点加点）

点点 点 点 点

担当

チェック

お家の方と計算してみましょう。

特に低学年はご協力ください。

すでに家庭内のルー

ルがある時は、守られ

ているか確認します。

まだ、ルールがないと

きは話し合いをしましょ

う。話し合いをすれば2

点。約束が守られれば

3点。

メディアルールを決め

るときは

「やることをやってか

ら・・・」などあいまいで

はなく

◎宿題・お手伝いを

やってから・・・。

◎30分だけ、1時間だ

け

◎子ども部屋に持ち込

まない

・・・・・など

朝ごはんは、

毎日しっかり

食べて欲し

いので、食

べたか（5

点）食べない

か（0点）とし

ます。

できた！というわけじゃないけど…が

んばってるなぁ～、意識してたんだ

けど・・・・というときは、おうちの方

が1点でも、0.5点でもポイントを加点

するのもOKです。
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